
 

 

 

 

 

 

 

 

 各種ＯＤＦ解析のｒａｎｄｏｍレベル比較 

 

 

 

 

 ＯＤＦの最小値は、ｒａｎｄｏｍレベルであるが、ＯＤＦ図が急激に変化している場合 

 オーバシュートにより本来の値より低めに表示される。 

 この対策として、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエアにｒａｎｄｏｍレベルを計算する 

 機能を追加しました。 

 ｒａｎｄｏｍレベルはｒａｎｄｏｍのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ（％）を示します。 

 例えばＭｉｎ＝０．３４であれば、ｒａｎｄｏｍＶＦ％＝３４％になります。 

 又、ＯＤＦがＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果から計算された場合、 

 ｒａｎｄｏｍＶＦ％＝ＯｔｈｅｒＶＦ％（ｒａｎｄｏｍを含むＯｔｈｅｒ）になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２０２１年０８月０２日 

   ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 



概要 

 ＯＤＦ解析結果のＭｉｎレベルは、ｒａｎｄｏｍレベルを表すことが知られている。 

   前回Ｈｅｘａｇｏｎａｌで比較したがＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦも含めるためＣｕｂｉｃで比較する。 

   ＬａｂｏＴｅｘ，ＭＴＥＸ，ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ、ＴｅｘＴｏｏｌｓで比較する 

 

比較データ 

 Ｂｒａｓｓ、ｃｏｐｐｅｒ、ｒａｎｄｏｍとし、ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎをそれぞれ、 

 ３３％，３３％，３４％とする。 

 

ｒａｎｄｏｍレベル探査は、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ（Ｖｅｒ２．２１）で行う 

 

入力データ 

 

再計算極点図 

 

再計算極点図をＥｘｐｏｒｔし、各ＯＤＦで比較する。 



Ｅｘｐｏｒｔされた極点図 

 

ＯＤＦ入力データ作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘ解析結果 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘ 

       VF％の結果 

 

       

極点図から計算したＯＤＦ図では、randomレベルより低い値になっています。 

ODF図の Exportから GPODFDisplayで randomレベルの探査を行う。 

 

探査結果 

 

  

 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

 

 

探査結果 

 

  

 ｓｅａｒｃｈ結果ｒａｎｄｏｍレベルが－１．６６から０．３１に改善されます。 

 正解は０．３４であるが、妥当な値になります。 

 



 

ＭＴＥＸ 

  

 

 

探査結果 

 

 ｒａｎｄｏｍレベル０．３１が探査によって、０．３２、正解は０．３４ 



  

ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

  

ＣＴＲで表示 

  

探査結果 

  

 探査でｒａｎｄｏｍレベル０．３３が表示されます。 



 

ＬａｂｏＴｅｘｒａｎｄｏｍＰｒｏｆｉｌｅ 

 

ＭＴＥＸｒａｎｄｏｍＰｒｏｆｉｌｅ 

 

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓｒａｎｄｏｍＰｒｏｆｉｌｅ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＳｔａｎｒａｄＯＤＦのｒａｎｄｏｍＰｒｏｆｉｌｅ 

 

本来ｒａｎｄｏｍレベルは１．０以下で０以上であるが、ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦの最小値は 

マイナスを示している。 

 

方位密度１．０以下を調べてみると 

 

StandardODFのようなＨｅｒｍｏｎｉｃ法では、アンダーシュートのマイナス方位が発生する。 


